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「カイコの話」と「啐啄
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の機
き

」
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「カイコの話」です。蛾の幼虫であるカイコは絹糸がとれる繭を作ります。カイコ

は蛾になる前、繭の中でさなぎになり、その繭に穴を開けて食い破って、蛾になって

出てきます。その開けた穴は中々広がらず、カイコが繭の中で体を伸ばしたり縮めた

りするので、繭はころころと動き、早く出ようともがいているように見えます。そこ

で、よかれと思ってハサミで繭の穴に切り口を作ってやると、蛾は出口が大きくなっ

たので楽に外の世界に出ることができます。ところが、蛾の羽はまだ小さいままで羽

ばたきはしても飛ぶことができず、その夜のうちに死んでしまうそうです。

蛾は繭から外へ出るときに、長い時間をかけて自分の体を動かしながら出口を作る

ことで、羽が大きく強くなり体力もついていきます。ところが、ハサミで出口を作っ

てもらった蛾は、楽に早く外に出ることはできても同時に成長が止まり、成虫として

生きていく力がつかないということです。

「啐啄の機」という言葉があります。鳥が孵化するとき、雛が卵の内側から殻をつ

つき破って出ようとすることを「啐（そつ）」といい、親鳥が手助けに卵の外側から

殻をつつき割ることを「啄（たく）」といいます。その双方がちょうど一致する良い

タイミングのことを「啐啄の機」といいます。

これらは、どちらも子育てや教育に通じることではないかと思います。前者は子ど

もの成長・自立のために親や教師が安易に手助けすることなく、自分でさせる、努力

させることの大切さを教えています。後者は子どもが頑張っているとき、正に伸びよ

うとしているときに、その好機をとらえて励まし、力を引き出してやることが大切で

あるということです。どちらも難しいことではありますが、親や教師はその機会を適

切に見極めなくてはなりません。

今学期も授業はもとより、いろいろな行事や諸活動を通して、子どもたちは大きく

成長し多くの成果を得ることができたことと思います。ご家庭でも子どもたちの頑張

ってきたこと、成長したところを認め褒めることで、新しい年への新たなる目標や意

欲をもたせていただければと思います。

そして、我々大人も上記のたとえに照らし、それぞれの学年に応じて全力を注いで

頑張ってきた子どもたちに、時宜を逸することなく支援ができたかどうか、振り返る

ことも大事かと思います。
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今回お招きした佐藤咲子さんは高校生の時、強盗事件で

ご両親を亡くし、犯罪被害者孤児となりました。当時、佐

藤さんは高校に通うため、下宿していたため難を逃れるこ

とができましたが、今も心の傷が癒えることはないそうで

す。その傷を抱えながら、犯罪のない社会、被害者への厚

い支援を求め、講演活動を行っています。今回の講演で学

んだことをもとに、命の大切さを学び、犯罪を許してはな

らないという強い気持を持ってもらいたいと思います。  

１１月１４日（土）全校道徳「命の大切さを学ぶ教室」

◇港区平和都市宣言３０周年記念「中学生の平和ポスター・作文コンテスト」

【作 文 の 部】

金賞：「1 秒 の 奇 跡」３年 竹林ことみ  銀賞：「私の平和宣言」３年 渡具知涼央

銀賞：「生きていてくれてありがとう」３年 小鹿 美春

【ポスターの部】

銀賞：「戦争を忘れない」２年 溝端 志歩  銀賞：「永 久 の願 い」２年 神作 拳呉

◇ＮＰＯふるさと小中学生俳句ぷらざ俳句大会

ふるさと小中学生俳句ぷらざ俳句大会賞：３年 三枝 祐貴 港区教育委員会賞：３年 汐﨑 多美

ＮＨＫ放送博物館賞：２年 鄭 莛于  選 者 推 薦 作 品：３年 高梨 清宝

◇一茶まつり全国小中学校生俳句大会

秀逸：「ネクタイを練習中だ春休み」１年 酒井 優興

入選：「ｍｙ団扇おれは必殺二刀流」２年南浦雄尽「青い空オオムラサキがにじをかく」１年稲毛一陽

◇芝納税貯蓄組合連合会「中学生の税についての作文」

港 都 税 事 務 所 長 賞：３年 是枝 顕   芝間税会会長賞：３年 松井 莉奈

公益社団法人芝法人会会長賞：３年 山崎信太郎  芝納税貯蓄組合連合会会長賞：３年 竹林ことみ

一般社団法人芝青色申告会会長賞：３年 大澤美帆璃  

入 選：３年 高尾 真凜  入 選：３年 高梨 清宝   

◇芝間税会「税の標語」  

芝間税会会長賞：３年 松崎 星空 入 選：３年 花井瑠海夏

◇消費者問題標語

最優秀賞：「気をつけて 進化を重ねる 悪質商法」１年 櫛谷 由愛

◇小・中学生の環境に関する自主研究

【中学生の部】 佳作：１年 大島 叶納子      特別賞：１年 棚部 智弥

文化・芸術面でも頑張っています！たくさんの賞をいただきました

港ボランティアセンターの方の指導で、車椅子

体験・白杖体験・高齢者体験等を行いました。

講習会後の感想文

では困っている方

を見かけたら声を

掛けていきたいと

いう意見が多く書

かれていました。

１１月５日（木）１年ふれあい講習会


